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Ｉ研究の目的

止水池における天然餌料の有効利用による給餌方法の改善向上をはかる。

Ⅱ研究の方法および結果

§新仔養成（網いけす養成）

１試験場所

東京都葛飾区水元小合町５５７４番地

東京都水産試験場水元分塲

２試験期間昭和４５年７月１０～１０月５日

５試験池

１１池の条件

ａ網いけすの規模（表１）
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Ｂ網いけす略図

図２網地展開図および仕様 ｡.「ひ． 00.
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Ｏ水温および水質調査トイトル（
-…￣~１局・Ｔ－－'ＮＣ-,-...

調査項目および調査方法い,｝iTiw-÷
＝｡。□、

１）水温ｆｌ℃‐/-毎日.１４時一…￣“…Ｆ‘；

２）ＰＨ：＿ハ”‘比色（管）法

５）溶存酸素員０１pｐｍ〃，、 クインクラー法
‘ｉ

４）ＯＯＤ〃′毎週木曜日１４時富山変法

５）アンモニア態窒素〃４１〃ネスラー比色法
!．￣

６）沃素消費量”卍Ａ１$.〃；下水試{験法

品

(表２）水温の週月|蟻高も最低および平均
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(表４）ＣＯＤ、アンモニア態窒素および沃素消費量の週別観測値

ＮＨ－

供試魚

種苗の産地；東京都｡k産試験場水元分場

年令；０年魚（まどい）

試験開始１ケ月前の餌科；鰯用完全配合餌料（粉末）

餌料の成分；粗蛋白質４１．５～４２．５％、粗脂肪4.0～５０題粗jii(雑２０～2.7笈

粗灰分，ｏ～１ｕ２％、ビタミンＡ・Ｂ・Ｂ２.Ｂ６°Ｃ・Ｄ３．Ｅ・Ｋ３、

ナイアシン、パントテン酸、葉酸、コリン、イノシトール、ピオチン、
,-｣１８

リン、カルシウム、ナトリウム、鍵マグネシウム、錘一シガン、コバ

ルト、パラアミノ安息香酸一

餌料の配合割合（％）（表５）
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６試験餌料の分析成分表（先）（表６）

（オリエンタル酵母Ｘ、ｘ）

餌料中のビタミン混合処方（ｍg／ｄｉｅｔ）（表７）

４{］

36

８，［

７給餌方法

表５のような配合および給餌方法により、クランブルで餌付けなし、大きくなるに従い

ペレットに切換えていった。給餌I丸９時５０分頃より昼頃までの間に数回に分けて投餌

で与えたｑ助宗残抽I入所定量を前日の夕刻に添加しておいた。給餌量１入全期間を通じ

全体重の２％になるように与えた。

Ｐ

８摂餌状況（表８）
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，試験結果（表，）
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Ｐ

１０一般分析（魚体分析）

分析者；北村佐三郎（オリエンタル酵母工業H･K）

ａ供試魚および分析方法

飼育試験開始前の供試魚I製７月２７日、終了時のものは１０月１６日にアイス・〆

－７－

云看一一一一ﾐﾐ塗L区 １ ２ ５ ４ ５ ６

Ｈ）（％）

尾数歩留
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ｑＬ

１～２８日間、
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増庫町量
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５７～８４日間’

全期間

51528

1880

-1.599
ひ

し

４００９

4,050

4,650
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11,950
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50805
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Ｊ）（９）

原料給餌量
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餌料効率
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151.1

54.1

124.0卜

￣
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トツカー（－５０℃）に保存した。

試料の処理方法：あらかじめ凍結保存しておいたものを、そのま上ミート・チヨツパ

－にかげる。２回目以後１兆ドライ・アイスをｶﾛﾍながら行い、５回くり返した。

ｂ分析結果（表１０）

単位は鬼（）内'八
乾物値を示す。

ｃ供試魚の大きさ（表１１）

」

、

－８－

水分 蛋白 脂肪 灰分

開始前

１

６

２

ア
qＪ

４

５

{in

８２．６９
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１５．６９（７０６４）
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１１肥満度（図４）

餌料区分１畳６区の肥満度の度数分布をヒストグラムで示した。
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１２Ｐ１ａｎｋｔｏｎおよびＢｅｎｔｈｏｓとの関係

図５に見るように、Ｐｈｙｔｏ－ＰｌａｎｋｔｏｎＩ入Ｍｉ６ＷｒｏＣｙＳｔｉｓａｅｒｕｇｉｎｏｓａが全

期にわたって出現し、その量は圧倒的なものであった．そのために養魚池水1糸青緑色または

濃緑色を呈した。その他５週までＡｎａｂａｅｎａｓｐ.、Ｓｐｉｒｏｇｙｒａｓｐ・が大量に出現

した。

図５Ｐ１ａｎｋｔｏｎおよびＢｅｎｔｈｏｓの週変化
Ｚｏｏ－Ｐ１ａｎｋｔｏｎは、

ＦｉＩｉｎｌａか全欺にわた

りほ蟹一定した量？で出現し

後半には、Ｂｏｓｍｉｎａ・

Ｃａｒｃｈｅｓｉｕｍか出現し

た。その他、盛衰の消長を

見せ乍ら出現したものは、

Ｃｙｃｌｏｐｓｓｐ.、Ｎａｕ－

ｐｌｉｕｓ（Ｃｙｃｌｏｐｓ）、

ＭｏｉｎａｍａｃｒｏｃｏＰａ、

Ｂｒ･ＩＫｉｉｖｅｒｓｉｃｏｒｎｉｓ、

Ｂｒ・ｃａｌｙｃｉｆｌｏｒｕｓ

であった。

ＢｅｎｔｈｏｓＩ入Ｏｈｉ－

ｒｏｎｏｍｕｓ、Ｌｉｍｎｏｄｒ－

ｉｌｕｓの二極が全期に亘っ

てほ蟹一定した量で出現し

｡？

Chlro-nomuspluinosus(Lawa）numbar誌

５ヮＢｑｌｃ
ﾕ団

し

ＤＤＳＳｐ

：
◆－

昂

＋＞
ｌｈ－Ｏ

これらのうち、Ｂｅｎｔ－

ｈｏｓ２種Ｍｏｉｎａが供

試魚の生長等に大きな影響

を与えたであううと`思われ

る。

●
Cさたにsiumpol>/pimmL

－１０－



１３ヘドロについて

常態では水分７０％を含む漆黒色の軟泥で、乾燥すると常態の５０％重量となり、微粒±て

構成されている。試験NILでは、４０～８０ＣＷＡ平均して５０ｍくらいのヘドロ層である。

（表１２）ヘドロの構成

イゥ

（表１５）ヘドロの分析値（オリエンタル酵母Ｋ、Ｋ）

単位、先

（）内1入乾物に対する値

Ｎより蛋白への換算係数(入６２５便既脂肪I夫凍結乾燥後にエーテル抽出。

水分；灰分(丸常法通り。炭水化物l典Ｓｏｍｏｇｙｉ変法．使用料(夫６０～

７０℃で乾燥後、乳鉢にて磨砕した。

１４考察

１）健康の所見ラ各区とも外見的に異常は認められなかった。

２）成長I丸給餌区と無給餌区で1入給餌区の方かよかった。最良は～毎日給餌区ついて

苑隔日給餌区、無給餌区の順であった。

５）隔日と苑給餌区の比較では、毎日形給餌区の方が成績はよかった。このこと}入適正量

を毎日給与した方が養魚成績は良ということからして、給餌管理は非常に重要といえる。

４）稚魚期に(典天然餌料の与える影響はきわめて大きいが、２０？／尾程度以上になると

天然顔料だけでは成長は厳しく、配合餌料に依存する度合が大きくなってくる。従って、

霞境状態と成長を観察しながら養成餌料を有効に使用したい。

５）底棲生物}よＯｈｉｒｏｎｏｍｕｓｐｈｕｍｏｓｕｓ（ｌａｒｖａ）、Ｌｉｍｎｏｄｒｉｌｕｓｇｏｔｏｉ

の２種が見られたが、０ｈ．ｐ］ｕｍｏｓｕｓの量は昨年度と比較すると、初期１／720,中

７

△

－１１－

ｍｅｓｈ ｍ／、 ％

２７０

１００

６０

００５

０．１５

０．２５

８
９
５

●
●

６
５
？

２
５
１

年月日 水分 蛋白 脂肪 灰分 炭水化物

４１．１２．１６ 2.2
Ｎ－Ｏ４５２．７

(Ｎ－０．４４）（２８）
ｑ２

（ｑ２）

８８８

（９０８）

０．５

（０．５）

□

４２．z１７ ,，
）ィＪ’４．６

(５．１）

０．５

(０．５）
７８６

（８Ｚ５）



期１／７２、終期１／１５でいち壁るし<少かつた。

６）無給餌区と隔日給餌区の無給餌日の鯉は．アオコ類ミヂンコ類．輪虫類をよく接餌し

ていた。（月俵１～５）

７）２０，／尾程度以上の鯉でもミヂンコ、輪虫類アオコ類を相当量摂取しているが（別

表１～５）さらに大量に摂取しなければ天然餌料だけによる成長はできない。

８）給餌区の鯉１兆配合餌料をよく摂っており、わずかにＰｌｏを食べていた。

，）水質調査では､昨年度と比較して、ＷＴ・ＰＨ.Ｄ０．は低く、００，．１２は高い。（表２．

５．４）

１０）試験区毎の環境の相違1入水質調査で見る限り大きな変化は見られなかった。（図６）

１１）供試餌料の餌料効率}丸５９８％であった。（７月１６日～８月２５日＝５８日間；ガ

ラス水槽を用いて稚鯉５，／尾を５尾使用した。）

洞間を終るにあたり、終始懇篤なる助言をいﾌﾟこだいた東京水産大学教授・野村稔氏、一般分

析の労をわずらわせたオリエンタル酵母工業ＫＫ・」嗣佐三郎氏に対し深甚なる謝意を表しま

す。

研究助言者

〃協力者

◆

研究指導者

"

〃担当者

"

〃

東京水産大学教授

オリエンタル酵母工業ＫＫ

野村

北村

稔

佐三郎

一 つ

太郎

雄乎１，．～

敵雄【卒

俊雄“
へ．．‘．．【、

勝彦※都水試・大島柘分場勤孟貯

紗

》芒
◆ ￣

￣

東京都水産試験場場長松本

〃 水元分場長戸田

〃〃技師鈴木

" "" ）１１名

" ２’″ 吉田

Ｓ

－．１２－－



図６試験区別の水質調査
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(別表１）供試魚の徹上管長、重量および摂餌状況の肉眼的所見

。

●

ｕ、

0６

－１４－

試験区
標本

番号

標本採

捕月日

採捕時
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全長体） 体長bm） 休高b､） 体重(,）

消化管

長さIgm1） 重劇,）

胃部の

童量

”１

１

２
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しぎｉﾎﾟﾊﾞﾉ肉’Ｌ眼
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的所見

胃、腸ともアオコで充満：

層の部分は餌料により膨脹し、多少緑色に見える。

胃の〃〃多少緑色に見える。

胃、腸ともアオコで充満

胃の部分は餌料で膨脹（や▲緑色）腸の中間部は餌料末端から５～６“は緑色

〃 "

" 〃

同機給演しない日(よアオコを食すため末端は緑色と思われる。

胃の部分はリム(収されているが多少緑色、腸の中間部は緑色

〃殆んど空腸の上部が緑色、腸の末端から５～６cmか緑褐色

胃の部分と腸の苑は配合餌猟腸の末端より５～６cm緑色：

ﾉﾉ 〃

｡

－１５－



(別表２）消化管（胃部）の内容物組成と数量I）
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］

ＢｂＯＯ８ＤＯＣ
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４０ｍ］０zＺＤＵＣ

BＺｎＯｎ４６.ＤＯＣ ４５伯

］0？Ｕ［

ペ

］、［

8-000６.ＯＵＬ

▲

－１６－

Ｍｉｃ Ｍｉｃ Ｂｏｓｎ１ｉｎａ Ｍｏｉｎａ

ａｅｒｕｇｉｎｏｓａｉｎｃｅｒｔａｌｏＩＴＦｉｒｏｓｔｒｉｓ「TnCroCopa
Oyclops

ス５００２００４２０ＢＯ

5，５００ ５５０５０

２８．５００８，０００１，０００

２ス７００２２，，００５，４００２００

5，５００ ２１ＵＯＯ

5４，０００２８．０００５５，０，０－１，５００

８ス０００４６，５００３４５６０

2２００２００

１２，０００４５，０００1,000

8.0005,000

試験区
標本

番号

胃部

総重量

胃部

内容量

２
２
５
５
４
４
５
５
５
５
６
６

１
１

２
５
４
５
６
７
Ｂ
Ｐ
Ｉ
Ⅲ
Ⅱ
⑫
田
Ｍ

１

５５
０
５
６

●

４
４
０
０

５
８

２
４

０
４

８
０

●
●

●
■

●

５
５

●

２
１

５
１

１
５

，４
４
１
６
１
２
５
２
２
０
４
４
６
４

●
●

●
●

０
０
５
２
０
０
１
１
４
北
０
０
２
２
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－１７－
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Ｂｒ Ｂｒ

cａｌｖｃｉｆｌｏｒｕｓｄｉｖｅｒｓｉｃｏｒｎｉｓ

２０５００４０

1，０００２０

１５，０００２００

９

Ｆ

４００４００

５０

5,000１，０００

５００

chiro■ｍuｓ

(１ ａｒｖａ ）

Ｐｅｌｌｅｔ

ｏｉｌ
Sand？ 摘要

２００

１，９５０万

１，４１５万

６，１７１刀
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１２，８５０万

２４，２８０刀

５５０万

６０５ﾌﾋﾞ

5,0,000

２５００

５８，５０Ｃ

餌
餌
餌

雑
〃

絵
〃

雑
〃
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(別表５）消化管（腸前半）の内容物組成と数量nJ）
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試験区
標本

番号
総重量 内容量

ト
●

ロ
⑪
１
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十
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Ｏ
Ｐ
０
６
０
■
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ｑ
‐
１
８
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ロ
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０
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０
０

２
２

●

０
●

２
句

Ｏ
１

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

２
１
．

１

●

～
に
』

５
５

５
２

８
５
（
４

０
４

１
２

６
７

２
２

９
８

●
●

５
－
●
け

２
℃

‐
ロ

１
０

０
０

０
●

●

１
１

０
０

０
北

０
●

０
０

凸
５
０
⑥
０
・
↓
。
↓
Ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
‐
。

１
⑪
｜
Ⅱ



ⅡＲ
Ｌ－

ＤＴｕｓ〔］

]［ ＤＣ OＬ

｡

4ノワＩＢＤＯＯ
卜

６〃１１.ＵＯＣ

，ビ

ｄｒａ６Ｕ［

DC

４．６０［

OL

］［

ｒ
－
Ｌ

－１９－

￣

Ｂｒ～
Ⅱ0
⑤‐D

Ｐ

Ｂ 「．、
ノ０}

Ｆｉｌｉｎｉｄ

calvciflorusdiversiCorpislomｐｉｓｅｔａ￣

2，２００’４００２００

1，５００

２００

５００

２００

1，２００
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〃
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〃

●
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(別表４）消化管（腸後半）の内容物組成と数量､１
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